
合併前夜
２月２９日は４年に一度しかない日。

それに日曜が重なるのはめったにないらしい。

そんな夜、高宮町の田園パラッツオには、約２５０名が

集まった。みんなで合併の日を迎えるために。

呼びかけたのは地元の青年会。

記念すべき一瞬をみんなで祝いたいという思いから

準備をすすめてきた。

午前０時、歓声とともに花火が打ち上げられた。

いよいよ安芸高田市が誕生した。

６
つの
町の合併に乾杯

６
つの
町の合併に乾杯
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安
芸
高
田
。

　

ブ
ォ
オ
ー
、
ブ
ォ
オ
ー
と
ほ
ら
貝
の

音
が
鳴
り
響
き
、
馬
の
足
音
が
遠
く
に

聞
こ
え
る
…

　

そ
の
よ
う
な
時
代
の
一
場
面
が
想
像

で
き
る
名
前
で
す
。
そ
う
、
あ
の
戦
国

の
武
将
「
毛
利
元
就
」
の
時
代
で
す
。

こ
の
高
田
の
地
は
毛
利
元
就
の
手
に
よ

っ
て
ひ
と
つ
に
な
っ
た
土
地
で
し
た
。

　

毛
利
元
就
が
高
田
を
統
一
し
た
年
か

ら
、
約
５
０
０
年
た
っ
た
今
、
再
び
高

田
は
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
１６

年
３
月
１
日
、
高
田
郡
６
町
は
合
併
し

て
安
芸
高
田
市
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
新
し
い
歴
史
が
生
ま
れ
ま

す
。
安
芸
高
田
市
は
、
今
を
生
き
る
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
手
に
よ
っ
て
つ
く

り
あ
げ
て
い
く
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
始

ま
る
歴
史
に
向
け
て
。

人　輝く・安芸高田

安
芸
高
田
市

誕
生
。

　

本
日
、
古
の
昔
か
ら
今
日
ま
で
、
政
治
、

経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
一
体
感
を

強
め
て
き
た
吉
田
町
、
八
千
代
町
、
美
土
里

町
、
高
宮
町
、
甲
田
町
、
向
原
町
の
６
町
が

一
つ
と
な
り
、
新
し
く
「
安
芸
高
田
市
」
が

誕
生
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　

３
月
１
日　

開
庁
式

織
田
邦
夫
職
務
執
行
者
あ
い
さ
つ
よ
り

　いにしえの昔から今日まで、政治、経済、文化などあらゆる
面で、一体感を強めてきた吉田町、八千代町、美土里町、高宮
町、甲田町、向原町の６町が一つとなり、新しく「安芸高田市」
が誕生したことを、ここに宣言いたします。

　３月１日　開庁式　市長職務執行者あいさつ より
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C M Y K

　

最
初
に
、
高
田
郡
６
町
の
合
併

に
む
け
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
関
係

者
の
皆
様
方
と
、
合
併
の
必
要
性

に
ご
理
解
と
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

し
た
市
民
の
皆
様
に
、
改
め
て
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
新
市
の
基
本
方
針

を
定
め
る
新
市
建
設
計
画
を
策
定

す
る
に
あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
、「
人　

輝

く
・
安
芸
高
田
」
と
い
た
し
ま
し

た
。　

こ
の
「
人 

輝
く
・
安
芸
高

田
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
民

の
皆
様
の
住
民
自
治
組
織
を
基
盤

に
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を
着
実
に

進
め
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
だ
れ
も
が
「
合
併
し
て

よ
か
っ
た
」、「
安
芸
高
田
に
住
ん

で
良
か
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
大
き
く
飛
躍
・

発
展
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
は
、
合
併
と
い
う
世

紀
の
大
事
業
を
推
進
し
て
き
た
私

た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る

と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
を
は
じ
め
す
べ
て
の
市
職
員

は
、
効
率
化
と
財
政
力
の
強
化
を

図
り
、
自
ら
の
能
力
や
専
門
性
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
、
国
・
県
か
ら
の
積
極
的
な
権

限
委
譲
を
進
め
、「
市
民
に
身
近
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
基
礎
的
な
自

治
体
で
行
う
」
と
い
う
こ
と
を
自

覚
し
て
、
一
層
、
質
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「
安
芸
高
田
市
」
の
行
政
運
営
が
、

円
滑
に
推
進
で
き
ま
す
よ
う
、
市

民
の
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
を
申
し

上
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

市
長
職
務
執
行
者　

織
田　

邦
夫

だ
れ
も
が
、「
合
併
し
て
良
か
っ
た
」

「
安
芸
高
田
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

人　輝く・安芸高田

元美土里町長。３月１日から４月１８日の新
市長が決まるまでの４９日間、市長のかわ
りを努める。
合併を行う町長の中から、協議の中で決
定した。
昭和７年７月４日生まれ。７１歳。先般、開通した塩瀬トンネルの前に立つ織田市長職務執行者

　

本
日
、
古
の
昔
か
ら
今
日
ま
で
、
政
治
、

経
済
、
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
で
、
一
体
感
を

強
め
て
き
た
吉
田
町
、
八
千
代
町
、
美
土
里

町
、
高
宮
町
、
甲
田
町
、
向
原
町
の
６
町
が

一
つ
と
な
り
、
新
し
く
「
安
芸
高
田
市
」
が

誕
生
し
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　

３
月
１
日　

開
庁
式

織
田
邦
夫
職
務
執
行
者
あ
い
さ
つ
よ
り
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３
月
１
日
午
前
８
時
、
安
芸
高
田
市
の
幕
は
き
っ
て
降
ろ
さ
れ
た
。

　

こ
の
日
、
安
芸
高
田
市
と
し
て
の
最
初
の
行
事
と
な
る
開
庁
式
が

と
り
行
わ
れ
た
。
会
場
は
、
安
芸
高
田
市
役
所
本
庁
（
旧
吉
田
町
役

場
）
の
入
口
前
の
駐
車
場
。

　

式
典
は
厳
か
な
雰
囲
気
で
始
ま
っ
て
い
く
。
国
歌
斉
唱
の
後
、
市

長
職
務
執
行
者
で
あ
る
織
田
邦
夫
元
美
土
里
町
長
と
、
７３
名
の
市
議

会
議
員
を
代
表
し
て　

岡
典
男
元
向
原
町
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
る
。
両
者
と
も
、「
合
併
が
良
い
選
択
で
あ
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
尽
力
し
て
い
く
こ
と
を

力
強
く
語
っ
た
。

　

児
玉
浩
県
議
会
議
員
と
亀
頭
睦
訓
芸
北
地
域
事
務
所
長
の
祝
辞
の

あ
と
、
庁
舎
玄
関
右
手
に
造
ら
れ
た
銘
板
を
除
幕
す
る
。
除
幕
は
、

元
町
長
の
６
名
と
安
芸
高
田
市
の
名
付
け
親
の
代
表
５
名
の
総
勢
１１

名
で
行
わ
れ
た
。
か
け
声
に
合
わ
せ
て
１１
名
が
綱
を
引
く
。
銘
板
か

ら
ス
ル
ス
ル
と
幕
が
落
ち
る
。
銘
板
が
参
加
者
の
前
に
現
れ
る
と
、

大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

　

引
き
続
き
、
玄
関
の
正
面
に
あ
る
掲
揚
台
で
市
旗
の
掲
揚
が
行
わ

れ
た
。
元
６
町
の
議
会
議
長
と
、
市
章
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
向
原
町
の

渡
海
道
英
さ
ん
の
手
に
よ
っ
て
、
上
へ
上
へ
と
あ
げ
ら
れ
て
い
く
。

真
っ
白
な
地
に
、
青
と
緑
で
か
た
ど
ら
れ
た
市
章
が
、
風
に
た
な
び

い
て
い
た
。

安
芸
高
田
市

始
動
。

め
い
ば
ん

お
ご
そ

崎

来賓、市職員の前であいさつを述べる織田市長
職務執行者

元６町長と名付け親代表の木原雷平さん（吉田町）、冨田秀治さん（八千代町）、
住　　枝さん（美土里町）、福井　博さん（甲田町）、武永　夫さん（向原町）が両
側から綱を引いた。

市旗は７人の手によって少しずつ上へあげら
れていった。

あいさつを述べる　岡元向原
町議会議長

ファンファーレ
と声を出し、は

が終わるとともに、市長職務執行者が「ハイ」
さみを入れた。
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掲
揚
台
か
ら
正
面
玄
関
に
目
を
移
す
と
、
そ
こ
で
は
事
務
所
を
開

く
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
準
備
が
完
了
し
て
い
た
。
そ
こ
に
白
い
手
袋
を

し
て
、
は
さ
み
を
手
に
し
た
織
田
市
長
職
務
執
行
者
、
児
玉
県
議
会

議
員
、
亀
頭
芸
北
地
域
事
務
所
長
、
崎
岡
元
向
原
町
議
会
議
長
が
テ

ー
プ
を
前
に
横
一
列
に
並
ん
だ
。
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
合
図
の
後
、

テ
ー
プ
に
は
さ
み
を
入
れ
る
。
こ
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
、
い
よ

い
よ
安
芸
高
田
市
と
し
て
の
事
務
が
始
ま
っ
て
い
っ
た
。

　

時
を
同
じ
く
し
て
、
八
千
代
・
美
土
里
・
高
宮
・
甲
田
・
向
原
の

各
支
所
と
消
防
本
部
で
も
、
開
庁
式
が
行
わ
れ
た
。
支
所
長
と
消
防

長
が
、
市
長
職
務
執
行
者
の
あ
い
さ
つ
文
を
代
読
し
、
銘
板
な
ど
の

除
幕
が
行
わ
れ
た
。
職
員
代
表
が
市
旗
の
掲
揚
を
行
っ
た
。

　

安
芸
高
田
市
は
始
動
し
た
。

安
芸
高
田
市

始
動
。

安芸高田市誕生。 崎

▲各支所でも開庁式が行なわれた。
　八千代支所の開庁式

▼美土里支所の開庁式

▲高宮支所の開庁式

▼甲田支所の開庁式

▲向原支所の開庁式

▼消防本部、消防署の開庁式

市旗は７人の手によって少しずつ上へあげら
れていった。

開庁式終了後、元町長から市長職務執行者へ
事務引き継ぎが行なわれた。

市長職務執行者が職員へ辞令を手渡した。
その後、職員を代表して小野豊参事が宣
誓書を読みあげた。

合併したことで、条例の策定や一部
事務組合への加入なども手続きが必
要になってくる。準備されていた各
書類を確認し、決裁していった。

C M Y K

ファンファーレ
と声を出し、は

が終わるとともに、市長職務執行者が「ハイ」
さみを入れた。
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安芸高田市教育委員会

教育委員長・教育長が決定

安芸高田市消防団

　　　団長が決定 安
芸
高
田
市
が
誕
生
し
た
日
行
わ
れ
た
こ
と
・
決
ま
っ
た
こ
と

　

３
月
１
日
に
教
育
委
員
会
議
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
教
育
委

員
長
と
委
員
長
職
務
代
理
、
教
育
長

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
に
安
芸
高
田
市
消
防
団

の
団
長
が
決
定
し
ま
し
た
。
初
代
団

長
は
青
原
敏
治
さ
ん
（
八
千
代
町
）

で
す
。

　

辞
令
交
付
の
後
、
織
田
市
長
職
務

執
行
者
か
ら
安
芸
高
田
市
消
防
団
の

団
旗
が
青
原
消
防
団
長
へ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
委
員
長　

佐
々
木
智
三（
高
宮
町
）

委
員
長
職
務
代
理　

平
田　

武
幸（
吉
田
町
）

教　

育　

委　

員　

柳
川　

基
興（
八
千
代
町
）

　
　
　
　
　

前
川　

民
也（
甲
田
町
）

教　
　

育　
　

長　

是
貞　

一
義（
向
原
町
）

右から是貞教育長、前川教育委員、佐々木教育委員長
柳川教育委員、平田委員長職務代理青原敏治消防団団長

佐々木教育委員長から教育委員会職員へ辞令が手渡
された。

団旗を手にした青原団長は「今までの経験を
いかして、市民が安全に安心してくらせるよ
うに取り組んでいきたい」と抱負を語った。

教
育
委
員
会
総
務
課

℡
４２
│

０
０
４
９

安
芸
高
田
市
消
防
団
本
部

（
安
芸
高
田
市
消
防
本
部
内
）

℡
４２
│

０
９
３
１

　

こ
の
各
委
員
は
新
市
長
が
決
ま
る

ま
で
の
間
、
暫
定
的
に
仕
事
を
行
な

っ
て
い
き
ま
す
。
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市長選挙は

　　 4月18日（日）

安芸高田市議会

　 全員協議会開催
　

安
芸
高
田
市
誕
生
に
よ
り
、
初
代

市
長
を
決
め
る
選
挙
の
日
程
が
決
ま

り
ま
し
た
。

安
芸
高
田
市
長
選
挙

告
示
日
■
４
月

１１
日（
日
）

投
票
日
■
４
月

１８
日（
日
）

投
票
所
■
こ
れ
ま
で
の
投
票
所
と
同

　

じ（
た
だ
し
八
千
代
町
第
３
投
票

　

区:
八
千
代
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
。

　

八
千
代
町
第
５
投
票
区:

潜
龍
峡

　

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
。
詳
し
く
は
暮
ら

　

し
の
便
利
帳
を
参
考
に
し
て
く
だ

　

さ
い
。
投
票
時
間
も
投
票
所
に
よ

　

っ
て
違
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
確
認

　

し
て
く
だ
さ
い
。）

期
日
前
投
票
■
４
月

１２
日（
月
）か
ら

 

１７
日（
土
）午
前
８
時

３０
分
か
ら

　

午
後
８
時
ま
で

期
日
前
投
票
所
■
安
芸
高
田
市
役
所

　

と
各
支
所

投
票
所
入
場
券
を
持
っ
て
き
て

　

２０
歳
以
上
で
、
選
挙
の
権
利
を
持

つ
方
に
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら

投
票
所
入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
入
場
券
を
持
っ
て
き
て
い
た

だ
け
な
い
と
、
本
人
の
確
認
に
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
う
な
ど
の
こ
と
が
、

予
想
さ
れ
ま
す
。
選
挙
に
は
、
投
票

所
入
場
券
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会
■

　

３
月

１８
日（
木
）午
前

１０
時
か
ら

場
所
■
吉
田
公
民
館
１
階
第
１
会
議
室

固定資産評価審査委員会開催

選挙管理委員会開催

固定資産評価審査委員会開催

吉田公民館では、市議会の全員協議会が開催さ
れ、本会議の日程などが説明された。

本庁舎応接室では、３名が固定資産評価審査委員に
市長職務執行者から任命された。引き続いて委員会
が開催され、委員長の選挙と職務代理者の暫定が決
定された。

第１分庁舎では、選挙管理委員会が開催され、市長
選に向けて、委員長と委員、市長選挙に関係した日
程などが決まった。

選挙管理委員会開催

安芸高田市誕生。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
４２
│

５
６
１
１

C M Y K



事　務　局
　42-5621

総　務　課
　42-5611

財　政　課
　42-5623

管　財　課
　42-5613

企　画　課
　42-5612

自治振興課
　42-5617

地域振興課
　42-5617

市民生活課
　42-5616

税　務　課
　42-5614

人権推進課
　42-1126

社会福祉課
　42-5615

高齢者福祉課
　42-5618

保健医療課
　42-5619

農林水産課
　47-4021

地域営農課
　47-4022

商工観光課
　47-4024

管　理　課
　47-1201

建　設　課
　47-1202

下 水 道 課
　47-1204

水　道　課
　47-1203

8

市
役
所
で
は 

こ
こ
で

部　署 課・電話番号 事務所の位置 主　な　仕　事　の　内　容

議　　　会

総　務　部

自治振興部

市　民　部

福祉保健部
（福祉事務所）

産業振興部

建　設　部

本庁舎2F

本庁舎2F

本庁舎第2
別棟1F

本庁舎第1
別棟2F
（企画課情
報政策係は
本庁舎3F
　42-2112）

本庁舎1F

本庁舎1F

第1分庁舎

第2分庁舎

●議会の庶務　●議長会　●広報　
●議案などの審査　●議事　●会議録

●市民からの要望窓口　●市職員の給料などの
事務　●人事　●交通安全　●行政改革　　

●市の予算関係
●入札と契約

●市の財産の管理　●法定外公共物（里道・水
路など）の管理　●地籍調査

●安芸高田市の全体計画　●広報広聴
●ホームページ　●情報ネットワーク

●安芸高田市の住民自治振興・地域振興関係

●吉田地域の地域振興
●吉田地域の住民のまちづくり参加

●総合案内　●戸籍・住民窓口　
●狂犬病予防　●公害対策　●環境衛生

●市民税　●軽自動車税　●たばこ税
●固定資産税　●国保税　●滞納整理

●人権啓発　●男女共同参画
●青少年健全育成　●人権擁護委員業務

●生活保護　●民生児童委員　●原爆手帳
●保育所・児童関係　●障害者関係

●高齢者介護予防　●地域支えあい事業
●介護保険関係

●国民健康保険　●老人保健　市立診療所
●健康診査・相談　●母子保健　予防接種

●農業・畜産・林業振興　●生産調整
●林道治山　●土地改良事業　●有害鳥獣

●農業担い手育成　●農地の流動化
●農業技術の普及　●特産品の開発

●商工業の振興　●雇用対策
●観光振興　●国際交流

●市道と河川の管理　●都市計画
●市営住宅　●建築確認申請

●道路・橋の新設改良工事　●水防・砂防工事
●用地の取得

●負担金・使用料　●施設の維持管理　●し尿処理
●下水道計画と建設・改築工事　●浄化槽整備

●水道加入金・使用料の徴収　●施設の維持
●水質管理　●水道計画と建設改良工事　　

そう
　なんだ。
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こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

総　務　課

防　災　課

警　防　課

通信指令室

水　道　課
　47-1203

会　計　課
　42-5620

事　務　局
　47-4025

教育総務課
　42-0049

学校教育課
　42-0360

生涯教育課
　42-0054

事　務　局
　42-5622

事　務　局
　42-5611

事　務　局
　42-5622

事　務　局
　42-5622

　52-2112

　54-0312

　57-0312

　45-4112

　46-3112

　52-2113

　54-0313

　57-0313

　45-5120

　46-3113

　52-2114

　54-0314

　57-0314

　45-5121

　46-3114

　52-2115

　59-2120

　57-1803

　45-4311

　46-3121

公営企業部

教育委員会

監 査 委 員

固定資産評価
審査委員会

消防本部

消 防 署

本庁舎1F収　入　役

第１分庁舎

第2分庁舎

農業委員会

第3分庁舎

本庁舎3F

本庁舎3F

本庁舎3F

公平委員会

選 挙 管 理
委　員　会

本庁舎2F

●職員の人事管理

●建築物・危険物の許認可　●火災予防指導　
●広域防災行政　●消防団関係

●災害活動・救助活動　●救急活動

●119の受け付け　●災害時の情報収集

●水道使用料の徴収　●水質管理
●施設の建設と改築工事

●現金の出納と保管

●農業委員会の運営　●農地法関係

●教育委員会議　
●学校施設・社会教育施設の管理

●児童・生徒の就学　●教育相談

●生涯学習・スポーツ関係

●監査　●出納検査

●選挙関係

●不利益を受けた場合の不服申し立て

●委員会の審査手続き

課　名

■支所の業務はこのようになります。
主　　　な　　　業　　　務

地域振興課 ●各地域振興　●各地域の住民のまちづくり参加

市民生活課 ●戸籍・窓口業務　●国民年金　●衛生　●犬の登録　●保育所　●国保　●予防接種

業務管理課 ●農林水産業の振興　●道・河川・住宅の維持　●上下水道の料金徴収と施設の維持管理

教 育 分 室 ●生涯学習・生涯スポーツの実施　●施設管理

消 防 本 部
　42-0931

消　防　署
　42-0931

支所名 地域振興課

八千代支所

美土里支所

高 宮 支 所

甲 田 支 所

向 原 支 所

市民生活課 業務管理課 教 育 分 室

安芸高田市誕生。

※吉田教育分室は吉田公民館内、TEL42-2411。美土里教育分室は美土里生涯学習センターまなび、高宮教育
分室は田園パラッツオ、甲田教育分室は甲田若者定住センターミューズ、向原教育分室は向原公民館にあります。
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安芸高田の働く人

　季節がはっきりとしている安芸高田市では、

四季折々の農産物を味わうことができます。

平成14年の生産農

業所得統計でまち

の農業産出額は約

65億7,000万円で

した。

産出額が高い農産物

◆１位　米

◆２位　ねぎ

◆３位　生乳

安芸高田の農産物

◆１位　鷹ノ巣山　　922.1ｍ

　（向原町と福富町にまたがる）

◆２位　カンノ木山　892.1ｍ

　（向原町と福富町にまたがる）

◆３位　大土山　　　800.1ｍ

　（甲田町と向原町と三和町にまたがる）

安芸高田の高い山

　安芸高田市は、広島県で14番目に誕生した

市です。県内でもここ数年で合併した町はあ

りますが、高田のようにいくつかの町が集ま

って、市になったのは県内では初めてです。

もっと知りたい

安芸高田

　安芸高田市の人口は、平成

1 2 年の国勢調査で 3 万

4,439人。広島市、福山市、

呉市、東広島市、尾道市、

三原市、廿日市市、府

中町、府中市、神辺町、

三次市につぐ 12 番目に

人口が多いまちになります。

広島県の人口の 1.2％が安芸

高田市民ということになります。

　安芸高田市の面積は、537.17ｋ㎡。県内の

6.3％を占めています。平成16年3月1日現在

では、広島市につぐ2番目に広い面積を誇る

まちになります。市の面

積の約80％は山林という、

自然が豊か

なまちです。

安芸高田の広さ

安芸高田の人の数

　安芸高田市の産業は、人によって支えられて

います。平成12年の国勢調査では、次のよう

な割合で仕事に励んでいることが分かります。

交通網の整備がすすみ、広島市・三次市・千代

田町へも通勤の範囲が広がっています。

◆第１次産業 ３,７００人（２０％）

◆第２次産業 ５,８１１人（３１％）

◆第３次産業 ９,１５３人（４９％）

安芸高田の働く人
　安芸高田市の産業は、人に

よって支えられています。平

成12年の国勢調査では、次の

ような割合で仕事に励んで

いることが分かります。交

通網の整備がすすみ、広島市・

三次市・千代田町へも通勤の

範囲が広がっています。

◆第１次産業 ３,７００人（２０％）

◆第２次産業 ５,８１１人（３１％）

◆第３次産業 ９,１５３人（４９％）

◆第１次産業 ３,７００人（２０％）

◆第２次産業 ５,８１１人（３１％）

◆第３次産業 ９,１５３人（４９％）
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　旧６町で行われていた各イベントは、引き続

き行われます。１年間に６回もお祭がある、聞

いただけでもワクワクしてきます。参加して市

民の皆さんの交流の輪が広がり、イベントもさ

らなる盛り上がりが期待されています。

そのイベントにあわせて、合併を記念する行事

をプログラムの中に盛り込んでいきます。

詳しい内容は、広報あきたかたで紹介していき

ます。

◆山口県防府市
　1971年7月、防府市と合併前の吉田町とが姉妹

縁組を結びました。この縁組は毛利元就をとおし

ての交流で機運が高まり、毛利元就公の墓前で姉

妹都市として調印が行われました。防府市は旧防

長藩主が毛利氏であったことから、元就ゆかりの

建造物が数多くあります。一方吉田町は、郡山城跡・

毛利家墓所をはじめ多くの史跡の残る毛利元就の

本拠地であり、防府市と安芸高田市は古くから毛

利氏にかかわりの深いまちです。

◆ニュージーランド国　セルウィン
　1992年 9月、ニュージーランド国南島のセル

ウィン町と合併前の高宮町は姉妹町提携をしま

した。1990年に「広島ニュージーランド村」が

開業したことで、住民の意識・関心が高まって

いきました。そんな中、関係者より紹介され姉

妹町提携へと進んでいきました。言葉そして距

離の壁を乗り越え、互いの気持ちを大切にして、

飾らず、無理の無い交流を続け、早13年目を迎

えようとしています。

安芸高田の
合併記念行事

安芸高田の姉妹都市

安芸高田の働く人

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4月　美土里祭（美土里町）4月　土師ダム桜まつり（八千代町）

8月　一心まつり（吉田町） １０月　こうだわいわい祭（甲田町）

１０月　高宮大地の祭典（高宮町） １１月　きてみん祭（向原町）

安芸高田の働く人
　安芸高田市の産業は、人に

よって支えられています。平

成12年の国勢調査では、次の

ような割合で仕事に励んで

いることが分かります。交

通網の整備がすすみ、広島市・

三次市・千代田町へも通勤の

範囲が広がっています。

◆第１次産業 ３,７００人（２０％）

◆第２次産業 ５,８１１人（３１％）

◆第３次産業 ９,１５３人（４９％）

◆第１次産業 ３,７００人（２０％）

◆第２次産業 ５,８１１人（３１％）

◆第３次産業 ９,１５３人（４９％）

安芸高田市誕生。

C M Y K
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　合併創刊号となるこの広報あきたかた。これまで旧 6 町の広報紙が

この広報あきたかたに生まれ変わりました。６町分のパワーをつめ込んで、

市民の皆さんの元気さが伝わる、元気いっぱいの広報紙にしていきます。

広
報
紙
の
中
に

参
加
を
お
願
い
し
ま
す

　

広
報
あ
き
た
か
た
は
、
活
発
に
活
動

し
て
い
る
皆
さ
ん
を
追
い
か
け
て
い
き

ま
す
。
広
報
の
中
に
た
く
さ
ん
の
皆
さ

ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
新
し
い
コ
ー
ナ
ー
も
随
時

作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

と
は
い
う
も
の
の
、
皆
さ
ん
の
協
力

が
い
た
だ
け
な
い
と
完
成
し
な
い
の
が

広
報
紙
で
も
あ
り
ま
す
。
取
材
で
お
じ

ゃ
ま
し
て
も
避
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
待
っ

て
い
ま
す
。「
こ
ん
な
行
事
を
す
る
の

だ
け
ど
」「
私
は
が
ん
ば
っ
て
い
る
」「
あ

の
人
は
が
ん
ば
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た

情
報
が
い
た
だ
け
る
と
、
と
て
も
助
か

り
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
と
思
わ
ず
に
、

ど
ん
ど
ん
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
読
み
や
す
く
」「
見
や
す
く
」

を
心
が
け
ま
す

　

積
極
的
に
読
み
や
す
い
文
に
し
て
い

き
ま
す
。
文
字
も
大
き
く
し
、
難
し
い

言
葉
や
専
門
用
語
、
カ
タ
カ
ナ
言
葉
も

避
け
て
い
き
ま
す
。
ど
う
し
て
も
使
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、
説
明
を
入

れ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
読
み

に
く
い
漢
字
を
使
う
と
き
は
、
よ
み
が

な
を
つ
け
ま
す
。

記
事
は
整
理
し
て

掲
載
し
て
い
き
ま
す

　

役
所
か
ら
の
情
報
は
、「
実
に
な
る

お
知
ら
せ
」
に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
地
域
で
行
わ
れ
た
行
事
は
、「
ホ

ッ
ト
な
話
題
」
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
他
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
は
、「
お

役
立
ち
情
報
」
の
中
へ
掲
載
し
て
い
き

ま
す
。
こ
の
「
お
役
立
ち
情
報
」
は
、

趣
味
と
教
養
、
環
境
と
生
活
、
健
康
と

福
祉
、
募
集
、
催
し
物
な
ど
の
項
目
ご

と
に
整
理
し
て
載
せ
て
い
き
ま
す
。

広
報
紙
を
通
じ
て
、

ま
ち
づ
く
り
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う

　

新
し
い
市
と
な
っ
た
今
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
声
は
と
て
も
大
切
で
す
。

市
に
対
す
る
質
問
、
広
報
に
対
す
る
意

見
や
感
想
を
手
紙
や
メ
ー
ル
な
ど
で
送

っ
て
く
だ
さ
い
。
質
問
に
は
、
責
任
を

持
っ
て
回
答
し
ま
す
。

　

こ
の
質
問
と
回
答
や
広
報
へ
の
感
想

は
、
個
人
的
な
も
の
を
除
き
、
広
報
紙

の
中
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
方
へ
も
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。

安
芸
高
田
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

３
月
１
日
か
ら
、
市
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。（
詳
し
く

は
１５
ペ
ー
ジ
参
照
）
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
、
広
報
あ
き
た
か
た
の
コ
ー
ナ

ー
が
あ
り
、
そ
ち
ら
を
開
く
と
、
こ
の

広
報
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

広
く
多
く
の
方
へ
安
芸
高
田
市
の
情

報
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
作
っ

た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
も
親
戚
、
安
芸
高
田
市
出
身
の
方
な

ど
へ
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

あきたかたのお約束
広
報

　

こ
の
広
報
紙
は
、
安
芸
高
田
市
民
の
皆
さ
ん
全
員
の
広
報
紙
で
す
。
皆
さ
ん
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
な
い
と
、
発
行
す
る

意
味
が
少
な
く
な
り
ま
す
。
見
や
す
く
、
読
み
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
し
て
い
き
ま
す
。

▲20％

│
皆
さ
ん
の
た
め
の
広
報
紙
で
す

│

│
皆
さ
ん
の
た
め
の
広
報
紙
で
す

│
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合併したわけ

▲20％

こども広報

第 １ 話

　

高
田
郡
は
、
こ
の
３
月
か
ら
安
芸

高
田
市
に
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な
も

こ
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

新
聞
に
も
大
き
く
の
り
ま
し
た
し
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
送
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
高
田
に
住
ん
で
い
る

私
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
に
実
感
が
わ

か
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
ま

わ
り
の
人
た
ち
に
は
、
大
き
な
ニ
ュ

ー
ス
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
さ
て
、

こ
の
合
併
。
高
田
郡
は
な
ぜ
合
併
を

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

車
や
バ
ス
・
電
車
な
ど
が
便
利
に

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
高
田
の
中
や

広
島
市
内
な
ど
へ
も
す
ぐ
い
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
買
い
物
や
病
院

な
ど
で
町
を
出
て
い
る
み
ん
な
も
多

い
で
し
ょ
う
。
電
話
や
テ
レ
ビ
・
パ

ソ
コ
ン
な
ど
で
も
新
し
い
情
報
を
ど

ん
ど
ん
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
携
帯
電
話
も
た
く
さ

ん
の
人
が
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
新
し
い
機
械

は
で
て
く
る
で
し
ょ
う
。
新
し
い
機

械
を
使
え
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
多

く
の
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
町
で
は
小
さ
す
ぎ
、
な
ん
と
も

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。

　

人
の
数
も
減
っ
て
い
き
ま
す
。
人

が
少
な
く
な
れ
ば
働
い
て
納
め
て
も

ら
う
税
金
も
少
な
く
な
り
ま
す
。
高

田
の
６
町
も
、
入
っ
て
く
る
お
金
よ

り
も
、
出
て
い
く
お
金
が
す
ご
く
多

く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
、
国
や
県
が
い
ろ
ん
な

こ
と
を
考
え
て
、
小
さ
な
町
に
も
教

え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
か
ら
は
、「
す
ん
で
い
る

場
所
の
こ
と
は
す
ん
で
い
る
場
所
で

仕
事
を
す
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
」
と
、

国
や
県
が
し
て
い
た
仕
事
を
市
町
村

へ
ま
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
町
の
職
員
の
人
数
で
は
、

全
部
の
仕
事
が
行
え
な
い
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
今
の
ま
ま
の
小

さ
な
町
よ
り
も
っ
と
大
き
な
町
に
し

て
大
き
く
強
く
し
よ
う
と
い
う
の
が

合
併
で
す
。
大
き
く
強
く
な
っ
て
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
安
心
し

て
く
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
、

合
併
の
大
き
な
目
的
で
す
。

あきたかたっこあきたかたっこ
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実になるお知らせ

行　政　情　報

乳
幼
児
医
療
費
を
助
成
で
き
る
年
齢
が
広
が
り
ま
す

　

皆
さ
ん
の
も
と
へ
配
り
ま
し
た
安
芸

高
田
市
の
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
３
月
１
日
か
ら

乳
幼
児
医
療
費
を
助
成
で
き
る
年
齢
が

広
が
り
、
小
学
校
へ
入
学
す
る
ま
で
助

成
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

乳
幼
児
医
療
費
制
度

　

子
ど
も
が
病
院
に
行
っ
た
時
、
か
か

っ
た
医
療
費
の
親
が
支
払
う
部
分
を
市

が
支
払
う
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

０
歳
か
ら
２
歳
の
外
来
と
入
院
、
３
歳

の
入
院
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
し
た
。   

　

こ
れ
か
ら
は
、
３
歳
の
外
来
と
４
歳

か
ら
小
学
校
入
学
ま
で
の
入
院
費
用
も

助
成
し
ま
す
。

 

手
続
き
と
持
っ
て
い
く
物

　

あ
な
た
の
子
ど
も
が
該
当
す
る
と
思

っ
た
ら
、
市
役
所
保
健
医
療
課
か
、
各

支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

所
得
の
制
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
け

ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
合
併
す
る
前
の
町
で
行
っ
て

い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
現
在
持
っ
て

い
る
受
給
者
証
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　

手
続
き
に
は
「
認
め
印
」
と
「
子
ど

も
の
名
前
が
載
っ
て
い
る
健
康
保
険
証
」

を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

保
健
医
療
課　

℡
４２
│

５
６
1
9

各
支
所　

市
民
生
活
課

各
種
証
明
書
、こ
れ
か
ら
は
本
庁
・
支
所

ど
ち
ら
で
も
受
け
ら
れ
る

　

戸
籍
関
係
の
証
明
書
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明

書
な
ど
こ
れ
か
ら
は
、
本
庁
支
所
ど
ち

ら
で
も
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
合
併
で
６
町
が
同
じ
機
械

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
戸
籍
の
情
報
も

パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
た
め
に
実
現

し
ま
し
た
。

印
鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）は

現
在
の
ま
ま
利
用
し
て
い
た
だ

け
ま
す

　

実
印
を
証
明
す
る
印
鑑
登
録
証
。
印

鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）
を
提
示
し
て
い

た
だ
く
と
、
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
で
も
、
旧
町
で
作
っ
た

現
在
の
カ
ー
ド
が
使
え
ま
す
。
特
別
な

手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

税　

務　

課

各
支
所　

市
民
生
活
課

℡
42
│

5
6
1
4

市
民
生
活
課

℡
42
│

5
6
1
6



市
民
生
活
課　
　

℡
４２
│

５
６
1
6

15

ご
み
を
出
す
日
が
変
わ
り
ま
す

安
芸
高
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完
成

企
画
課　
　
　
　

℡
４２
│

５
６
1
2

　

４
月
か
ら
、
ご
み
を
出
す
日
が
変
わ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
で
カ
レ
ン
ダ
ー
に
書
き
込

ん
で
、
間
違
え
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

北
・
生
田
・
桑
田【
美
土
里
】川
根【
高
宮
】の

皆
さ
ん

燃
え
る
ご
み
●
月
・
木
曜
日

古
紙
●
第
１
・
３
水
曜
日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
●
第
４
水
曜
日

燃
え
な
い
ご
み
●
第
２
・
４
火
曜
日

船
佐
・
来
原
【
高
宮
町
】　

甲
立
【
甲
田
町
】

印
内
【
吉
田
町
】の
皆
さ
ん

燃
え
る
ご
み
●
火
・
金
曜
日

古
紙
●
第
２
・
４
水
曜
日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
●
第
１
水
曜
日

燃
え
な
い
ご
み
●
第
１
・
３
月
曜
日

本
郷
・
横
田
【
美
土
里
町
】

相
合
・
山
部
・
多
治
比
の
一
部
・
西
浦
・
吉
田

の
一
部
・
常
友
の
一
部【
吉
田
町
】の
皆
さ
ん

燃
え
る
ご
み
●
火
・
金
曜
日

古
紙
●
第
２
・
４
水
曜
日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
●
第
１
水
曜
日

燃
え
な
い
ご
み
●
第
１
・
３
木
曜
日

戸
島（
右
地
区
以
外
）・
長
田
・
坂
・
有
留
・

保
垣
【
向
原
町
】の
皆
さ
ん

燃
え
る
ご
み
●
火
・
金
曜
日

古
紙
●
第
２
・
４
木
曜
日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
●
第
２
水
曜
日

燃
え
な
い
ご
み
●
第
２
・
４
金
曜
日

八
千
代
町
全
域
・
中
馬
・
常
楽
寺
・
山
手
・
川

本
の
一
部
・
高
野
・
桂
の
一
部
・
長
屋
・
常
友
の

一
部
・
多
治
比
の
一
部
・
上
入
江【
吉
田
町
】の

皆
さ
ん

燃
え
る
ご
み
●
火
・
金
曜
日

古
紙
●
第
２
・
４
水
曜
日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
●
第
３
水
曜
日

燃
え
な
い
ご
み
●
第
２
・
４
月
曜
日

燃
え
る
ご
み
●
火
・
金
曜
日

古
紙
●
第
２
・
４
水
曜
日

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
紙
パ
ッ
ク
●
第
３
水
曜
日

燃
え
な
い
ご
み
●
第
２
・
４
木
曜
日

下
入
江
・
福
原
・
竹
原
・
桂
の
一
部
・
吉
田
の

一
部
・
川
本
の
一
部
・
小
山
・
国
司【
吉
田
町
】

高
田
原
・
小
原
【
甲
田
町
】

戸
島
地
区
の
う
ち
徳
久
・
越
門
・
砂
田
【
向

原
町
】の
皆
さ
ん

　

３
月
１
日
か
ら
安
芸
高
田
市
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
市
内
の
で
き
ご
と
や
お
知
ら
せ
な
ど
を
掲
載
し
、

市
内
外
へ
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
●http://w

w
w
.akitakata.jp/

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
徴

＊
「
市
民
向
け
」
と
「
観
光
客
向
け
」
の
2
つ
の
ペ
ー
ジ
を
用
意
し
ま
し
た
。

＊
「
暮
ら
し
の
便
利
帳
」
を
掲
載
し
ま
し
た
。

＊
各
住
民
自
治
組
織
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

＊
四
季
や
目
的
に
よ
っ
て
効
率
良
く
市
内
を
回
れ
る
よ
う
、
観
光
計
画
を
提
案

　

し
て
い
ま
す
。

C M Y K



ホット
な

話  題

歌声を風に乗せて

歌声を風に乗せて

歌声を風に乗せて

　1月25日（日）芸北町銀嶺スキー場で、八千代町スキー・

スノーボード教室が開催されました。八千代町として

は最後の教室に、43名が参加しました。午前中は基礎

練習、午後は友達や先生とゲレンデを所せましと滑り

ました。

　当日は雪が降ったり止んだりと寒い １日でしたが、

参加者からは「新雪だからこけても痛くなかった」、「滑

れるようになってうれしかった」などの声が聞かれました。

ふかふか雪で転んでもへっちゃら
八千代町スキー・スノーボード教室

　1月25日（日）県立みよし公園で、「2004年広島県ジ

ュニアバレーボール北部大会」が開催されました。県大

会出場をめざして、18チームによる予選が繰り広げら

れました。

　その大会で、吉田バレーボールスポーツ少年団が優

勝し、県大会のキップを獲得しました。

　県大会は、3月 26日（金）～27日（土）に広島グリー

ンアリーナを会場に開催されます。

県大会出場
吉田バレーボールスポーツ少年団

　2月11日（祝）美土里町生涯学習センター「まなび」で、

やまなみ大学はっぴょう会が開催されました。やまな

み大学とは、身につけた技術を都市住民に教え、交流

していくことを目的に活動しています。

　この日は、高田の技術者たちが集結し、作品展と研

修を行いました。作品展では、技術者同士が話し合い

ます。講座を開くときの苦労点、作品完成までの秘話な

どの話題で盛り上がっていました。

高田にも技術者がたくさんいた
やまなみ大学はっぴょう会

このコーナーは市内のいろいろな出来事を紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を知らせてください。

連絡先　安芸高田市役所　企画課
　　　　TEL ４２－５６１２
　　　　〒７３１－０５９２　安芸高田市吉田町吉田７９１番地
　　　　 E-メール : info@akitakata.jp
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歌声を風に乗せて

歌声を風に乗せて

歌声を風に乗せて

いろいろな視点も持って生きて
第28回　立春式

　1月 18日（日）吉田運動公園で、「運動適性テスト」が

開催されました。吉田の7つのスポーツ少年団、27名

の子どもたちが参加しました。

　立ち幅跳びや5分間走など5種目を、日ごろの活動

で鍛えた体力で挑戦していきます。全種目を終えた子ど

もたちには、その体力に応じて認定書が贈られました。

　「自分の体力を知り、今後の活動にいかしてくれれば」

と主催者は話していました。

　２月４日（水）美土里町生涯学習センターまなびで立

春式が開催されました。美土里町の中学2年生、29名

が参加しました。

　この立春式の中で、ビオラ奏者の沖田孝司さんの講演

と演奏がありました。沖田さんは、「手のひらでも見る方

向によって見え方が違う。にわとりの鳴き声をまねする

もの、世界中違う。広くいろんな視点を持って生きてい

ってください。」とエールをおくりました。

吉田町スポーツ少年団交流会
『運動適性テスト』

　2月14日（土）、老人ホーム甲田と甲田町六区振興会、

こうだサタデーキッズクラブの合同で、三世代交流会を

開催しました。今回は、劇団おへそ座による人形劇が上

演され、鑑賞しました。また、ホームへ入っているお年

寄りへバレンタインプレゼントも手渡されました。

　その後、地元で育てたそばを使ってそばをうち、みん

なで食べました。

地域のつながりを深める
地域と老人ホームの交流会

ホット
な

話  題

このコーナーは市内のいろいろな出来事を紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を知らせてください。

連絡先　安芸高田市役所　企画課
　　　　TEL ４２－５６１２
　　　　〒７３１－０５９２　安芸高田市吉田町吉田７９１番地

このコーナーは市内のいろいろな出来事を紹介するコーナーです。
皆さんの身近な出来事を知らせてください。

連絡先　安芸高田市役所　企画課
　　　　TEL ４２－５６１２
　　　　〒７３１－０５９２　安芸高田市吉田町吉田７９１番地
　　　　 E-メール : info@akitakata.jp
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　少しずつ春らしくなってきました。

まだまだ気温は低いけれど、風が春

独特の心地よさを持っていますよね。

　さて、春の到来とともに、安芸高

田市がとうとう誕生しました。これ

を機会に、美土里町に来られた時に

は、生涯学習センター「まなび」に寄

ってみてください。まなびは、美土

里小学校に隣接していますので、子

どもたちの元気な姿にも出会えます。

まなび利用時間／

まなびの休館日／

◆ホール・多目的室　  9：00 ～ 22：00
◆図　書　室　10：00 ～ 19：00

毎週土曜日・祝日・12/29～1/3

◆ホール・多目的室　  9：00 ～ 22：00
◆図　書　室　10：00 ～ 19：00

まなび利用時間／

このコーナーは市内の生涯学習施設等を
紹介していきます。

まなびの休館日／
毎週土曜日・祝日・12/29～1/3
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さ
つ
き
選
抜
2
0
0
4

ｉ
ｎ
神
楽
ド
ー
ム

前
売
り
券
発
売
は
4
月
10
日

と
き
●
３
月
２８
日（
日
）

午
前
１１
時
か
ら

と
こ
ろ
●
神
楽
門
前
湯
治
村
（
美

土
里
）
神
楽
ド
ー
ム

入
場
料
●
大
人
１，
２
０
０
円

子
ど
も
５
０
０
円
（
前
売
り

券
は
ひ
ろ
し
ま
夢
ぷ
ら
ざ
【
中

区
】
サ
ン
ク
ス
【
千
代
田
町
】

山
逢
【
加
計
町
】
宮
本
商
会

【
美
土
里
町
】
神
楽
門
前
湯

治
村
【
美
土
里
町
】
で
販
売
）

出
演
団
体
●
横
田
神
楽
団
（
美

土
里
町
）
川
北
神
楽
団
（
加

計
町
）

ひ
ろ
し
ま
神
楽
グ
ラ
ン
プ
リ

受
賞
記
念　

神
楽
ド
ー
ム
特

別
公
演

　

子
ど
も
た
ち
の
「
現
在
の
自

分
」
を
見
つ
め
た
力
作
を
展
示

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

来
園
く
だ
さ
い
。

期
間
●
３
月
２８
日（
日
）
ま
で

開
館
時
間
●
午
前
１０
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ
●
芸
術
農
園
「
四
季
の

里
」
八
千
代
の
丘
美
術
館

入
場
料
●
無
料

休
館
日
●
火
曜
日

子
ど
も
た
ち
の
絵
画
の
交
流

第
１
回
安
芸
高
田
市
児
童
・

生
徒
自
画
像
展

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ユ
ー

ス
が
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
ユ
ー
ス
チ

ー
ム
と
強
豪
高
校
を
安
芸
高
田

市
へ
招
待
し
ま
す
。

と
き
●
４
月
２
日（
金
）
か
ら

５
日
（
月
）

と
こ
ろ
●
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園

参
加
予
定
●
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
ユ
ー
ス
、
皆
実
高
校
、

観
音
高
校
、
京
都
パ
ー
プ
ル

サ
ン
ガ
ユ
ー
ス
、
大
分
ト
リ

ニ
ー
タ
ユ
ー
ス
、
奈
良
育
英

高
校
、
東
海
第
五
高
校

サ
ッ
カ
ー
を
ご
覧
あ
れ

2
0
0
4
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

ユ
ー
ス　

招
待
サ
ッ
カ
ー

　

中
国
地
方
の
強
豪
高
校
が
、

最
初
は
リ
ー
グ
戦
、
そ
の
後
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
熱
い
火
花
を
散

ら
し
ま
す
。

と　

き
●
３
月
２９
日（
月
）か
ら

３０
日（
火
）

と
こ
ろ
●
吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園

実
力
あ
る
高
校
生
の
戦
い

西
日
本
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

パ
ソ
コ
ン
＆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

基
礎
コ
ー
ス

４
月
１
日
か
ら
２６
日

（
月
）・（
木
）　

午
後
６
時
３０
分

か
ら
午
後
８
時
３０
分

参
加
料
●
８，
０
０
０
円
か
ら

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
基
礎
コ
ー
ス

４
月
６
日
か
ら
３０
日

（
火
）・（
金
）　

午
後
６
時
３０
分

か
ら
午
後
８
時
３０
分

参
加
料
●
８，
０
０
０
円
か
ら

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
基
礎
コ
ー
ス
（
昼
）

４
月
１３
日
・
１４
日

（
火
）・（
水
）　

午
前
９
時
３０
分

か
ら
午
後
４
時
３０
分

参
加
料
●
８，
０
０
０
円
か
ら

英
会
話
講
座
（
短
期
）

４
月
５
日
か
ら
９
月
２９
日

６
カ
月
間
毎
週
月
曜
日　

午
後
６
時
３０
分
か
ら
午
後
８
時

参
加
料
●
７，
０
０
０
円

（
１
カ
月
）

自
分
の
能
力
を
高
め
よ
う

各
種
訓
練
・
講
座

受
講
者
募
集

と
き
●
５
月
２９
日（
土
）

　

正
午
開
場　

午
後
２
時
開
演

と
こ
ろ
●
美
土
里
町
神
楽
門
前

　

湯
治
村
神
楽
ド
ー
ム

内
容
●
競
演
の
部:

　

新
舞
５
演
目
・
旧
舞
５
演
目

　

特
別
出
演
の
部:

３
演
目

前
売
り
券
発
売
日
●

　

４
月
１０
日（
土
）正
午
発
売
開
始

全
席
指
定
席

　

大
人（
１
名
）２，
０
０
０
円
〜

　

子
ど
も（
１
名
）８
０
０
円
〜

※
枡
単
位
で
の
お
求
め
は
、
お
一
人
様

　

１
枡
で
す
。

※
子
ど
も
は
５
才
〜
小
学
生
ま
で
で
す
。

※
ビ
デ
オ
の
持
込
、
撮
影
は
お
断
り
い

　

た
し
ま
す
。

神
楽
門
前
湯
治
村54

・
0
8
8
8

神
楽
門
前
湯
治
村54

・
0
8
8
8

芸
術
農
園
「
四
季
の
里
」

八
千
代
の
丘
美
術
館

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園 52

・
3
0
5
0

吉
田
サ
ッ
カ
ー
公
園42

・
1
6
0
0

42
・
1
6
0
0

お役立ち
情報

詳しい内容は、主催者に

お問い合わせ下さい。

催
し
物

広
島
北
部
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

（
0
8
2
4
）
62
・
8
5
0
0

趣
味
と
教
養

まなび
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生活習慣病は、気づかないうちに、病気がかなり
進んでいることがあります。１年に１回以上は健診
を受けて、自分の健康管理に役立てましょう。
※高宮支所は、今年度から７０歳以上の方も総合
健診で一緒に行います。
※詳しい日程や、申し込み方法は、後ほどお知らせ
します。

対象は、生後３ヶ月以上で、今まで１回も受けてい
ない子どもと、１回だけ受けている子どもです。
対象者の方には個別に通知します。
他の予防接種を受ける子どもは、間隔に注意し
て受けてください。
ＤＰＴ三種混合…１週間以上あける
麻しん・風しん…４週間以上あける

予防接種　予定

いつまでも健康で過ごすために 支 所 名
高 　 宮
八 千 代
美 土 里
吉 　 田
向 　 原
甲 　 田

　　　　予 定 日
6月8日～１１日
6月22日～23日
6月24日～25日
6月28日～7月2日
7月6日～9日
9月7日～10日

支 所 名
甲 　 田
吉 　 田
高 　 宮
八 千 代
向 　 原
美 土 里

　　　　予 定 日
4月2日
4月2日・21日
4月6日
4月8日
4月13日
4月23日

こんにちは保健師です。（●^ o^ ●）　－保健師の部屋－　健康に関する質問は、保健医療課　℡42-5619

今
年
の
総
合
健
診　

予
定
日

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投
与

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
か

よ
し
広
場
で
は
、「
お
楽
し
み
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
一

緒
の
食
事
会
も
あ
り
ま
す
。

と
き
●
３
月
１８
日（
木
）

午
前
１０
時
か
ら
１２
時

と
こ
ろ
●
吉
田
保
育
所

持
っ
て
く
る
物
●
は
し
、
ス
プ

ー
ン
、
お
茶
、
お
し
ぼ
り

※
予
約
が
必
要
で
す
。
３
月
１５

日（
月
）ま
で
に
申
込
を
し
て

く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
な
か
よ
し
広
場
」

お
楽
し
み
会

３
月
１４
日（
日
）

白
川
医
院
（
向
原
町
）

【
内
科
】

℡
４６-

２
０
４
１

３
月
２０
日（
祝
）

え
の
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
吉
田
町
）

【
内
科
・
外
科
】

℡
４７-

０
１
１
１

３
月
２１
日
（
日
）

中
村
医
院
（
向
原
町
）

【
外
科
・
胃
腸
科
】

℡
４６-

５
５
８
８

３
月
２８
日（
日
）

や
ま
ね
八
千
代
町
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
八
千
代
町
）

【
内
科
】

℡
５２-

７
１
１
０

の
り
か
わ
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
吉
田
町
）

【
眼
科
】

℡
４２-

１
０
０
１

４
月
４
日（
日
）

　

横
田
診
療
所
（
美
土
里
町
）

【
内
科
】

℡
５４-

０
６
９
９

す
べ
て
の
日
に
対
応

吉
田
総
合
病
院
（
吉
田
町
）

【
救
急
診
療
所
】

℡
４２-

０
６
３
６

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

突
然
体
調
が
・・・
。

そ
ん
な
時

休
日
・
夜
間
当
番
医本庁税務課　42-5614

各支所　市民生活課
八千代支所　52-2113
美土里支所　54-0313

も
う
済
ん
だ
？　

申
告
。

３
月
１５
日
ま
で
だ
っ
た
よ
。

高 宮 支 所　57-0313
甲 田 支 所　45-5120
向 原 支 所　46-3113

吉
田
保
育
所
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

42
・
4
8
7
6

保
健
と
福
祉

C M Y K
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国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

忘
れ
て
い
る
と
、
将
来
受
け
取

る
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
万
一
の
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
、
保
険
料
を
納
め
忘

れ
て
い
た
た
め
に
、
障
害
年
金

や
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
人

に
は
、
社
会
保
険
事
務
所
よ
り

納
付
の
案
内
や
、
電
話
、
戸
別

訪
問
な
ど
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

忘
れ
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
付
は
み
ん
な
の
義
務

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ

た
ペ
ッ
ト
を
引
き
取
り
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
●

３
月
１５
日（
月
）

午
前
９
時
（
市
役
所
本
庁
）

午
後
２
時
５０
分
（
向
原
支
所
）

３
月
２４
日（
水
）

午
前
９
時

（
高
宮
町
元
農
協
来
女
木
支
所
）

午
前
９
時
２０
分

（
高
宮
町
佐
々
部
診
療
所
前
）

午
前
９
時
５０
分

（
高
宮
町
元
農
協
川
根
支
所
）

４
月
５
日（
月
）

午
前
９
時
（
市
役
所
本
庁
）

午
前
９
時
２７
分
（
八
千
代
町

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

午
後
２
時

（
八
千
代
町
上
根
集
会
所
）

午
後
２
時
５０
分
（
向
原
支
所
）

４
月
８
日（
木
）

午
前
９
時
４０
分
（
美
土
里
支
所
）

午
前
１０
時
２０
分
（
甲
田
支
所
）

と
っ
て
も
か
わ
い
い
ペ
ッ
ト

だ
け
ど
ど
う
し
て
も
飼
え
な

く
な
っ
た
ら

■市役所本庁
℡.42-2111㈹
（総務部、自治振興部、
市民部、福祉保健部）

■市役所第1分庁舎
℡.47-4021㈹
（産業振興部）

■市役所第2分庁舎
℡.47-1201㈹
（建設部）

■市役所第3分庁舎
℡.42-0049㈹
（教育委員会事務局）

■八千代支所
℡.52-2111㈹

■美土里支所
℡.54-0311㈹

■高宮支所
℡.57-0311㈹

■甲田支所
℡.45-4111㈹

■向原支所
℡.46-3111㈹

環
境
と
生
活

大
学
卒
業
●
国
家
公
務
員
Ⅰ
種
、

国
税
専
門
官
、
労
働
基
準
監

督
官
、
国
家
公
務
員
Ⅱ
種
、

法
務
教
官
、
航
空
管
制
官

高
校
卒
業
●
国
家
公
務
員
Ⅲ
種
、

刑
務
官
、
入
国
警
備
官
、
皇

宮
護
衛
官
、
航
空
保
安
大
学

校
学
生
、
海
上
保
安
学
校
学

生
、
海
上
保
安
大
学
校
学
生
、

気
象
大
学
校
学
生

受
付
期
間
●
４
月
１
日
か
ら

※
受
験
資
格
、
受
付
期
間
、
試

験
日
な
ど
は
、
受
験
す
る
職
に

よ
っ
て
違
っ
て
い
ま
す
。

め
ざ
せ
、
国
家
公
務
員

国
家
公
務
員
を

募
集
し
ま
す

募　

集

市
民
生
活
課

42
・
5
6
1
6

人
事
院
中
国
事
務
局

（
0
8
2
）2
2
8
・
1
1
8
3

市
民
生
活
課

42
・
5
6
1
6

お役立ち
情報

各
支
所
市
民
生
活
課
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県
下
で
も
珍
し
い
消
防
音
楽

隊
が
美
土
里
町
に
あ
り
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
士
気
を
高
め
る
こ

と
と
、
防
火
を
呼
び
か
け
る
こ

と
を
目
標
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
の
合
併
で
、
安
芸
高

田
市
消
防
音
楽
隊
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
広
く
隊
員
を

募
集
し
ま
す
。

隊
員
に
な
れ
る
人
●
楽
器
演
奏

に
興
味
が
あ
り
、
演
奏
で
防
火

を
呼
び
か
け
て
み
よ
う
と
思
う

人
（
消
防
団
員
で
な
く
て
も
可
）

　

こ
れ
ま
で
高
田
６
町
の
広
報

紙
で
は
、
産
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

と
亡
く
な
っ
た
方
の
名
前
を
掲

載
し
て
き
ま
し
た
が
、
広
報
あ

き
た
か
た
で
は
こ
の
２
つ
を
掲

載
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
き
な
理
由
は
「
個
人
の
情
報

を
守
る
」
た
め
で
す
。
理
解
し

て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し

ま
す
。

音
楽
で
防
火
を
よ
び
か
け
よ
う

安
芸
高
田
市
消
防
音
楽
隊

隊
員
募
集

お
よ
ろ
こ
び
・
お
く
や
み
は

掲
載
し
ま
せ
ん

　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
人
々

の
た
め
の
、
傷
害
保
険
と
賠
償

責
任
保
険
、
共
済
見
舞
金
を
組

み
合
わ
せ
た
補
償
制
度
で
す
。

資
格
●
５
人
以
上
の
ア
マ
チ
ュ

ア
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

対
象
事
故
●
団
体
活
動
中
や
往

復
中
の
事
故

掛
金
（
１
人
年
額
）
●
子
ど
も

(

中
学
生
以
下)

５
０
０
円
か
ら
。

　

成
人(

高
校
生
以
上)

文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
５
０
０
円
。

ス
ポ
ー
ツ
１，
５
０
０
円
か
ら
。

期
間
●
４
月
１
日
〜
翌
年
３
月

　

３１
日

小
さ
な
か
け
金
で
大
き
な
補
償

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加
入
団
体
受
付
中

　

こ
れ
ま
で
の
お
店
の
値
段
表

示
は
、
消
費
税
が
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
お
金
を
払
う
時
ま
で
合

計
額
が
い
く
ら
に
な
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
お
店
の
値
札
や

広
告
な
ど
、
商
品
の
金
額
の
す

べ
て
が
税
込
み
価
格
で
表
示
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
で
、
い
く
ら
支

払
え
ば
そ
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
購
入
で
き
る
か
が
、
簡
単
に

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら

お
店
の
値
札
や
広
告
が

消
費
税
を
含
ん
だ
額
に
な
る

　

中
国
・
四
国
地
区
に
あ
る
国

立
大
学
法
人
の
職
員
採
用
試
験

が
あ
り
ま
す
。

試
験
受
付
期
間
●

４
月
１
日（
木
）か
ら
８
日（
木
）

１
次
試
験
●
５
月
２３
日（
日
）

４
月
か
ら
法
人
に
な
っ
た

国
立
大
学
の

職
員
採
用
試
験
案
内

４
月
６
日
か
ら
１５
日

ス
ロ
ー
ガ
ン
●
ま
だ
い
け
る　

ま
だ
大
丈
夫　

も
う
危
険

重
点
目
標
●
①
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
②
自
転
車

の
安
全
利
用
の
推
進
③
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

春
の
全
国

交
通
安
全
運
動

　

交
通
事
故
の
際
の
、
基
本
的

な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

バ
イ
ク
・
原
付
自
転
車
を
含
む

す
べ
て
の
自
動
車
に
、
自
賠
責

保
険
・
共
済
の
加
入
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
に
加
入

し
な
い
で
運
転
す
る
と
…

●
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
５０

万
円
以
下
の
罰
金
。

●
さ
ら
に
違
反
点
数
は
６
点
と

な
り
、
免
許
停
止
処
分
。

保
険
の
継
続
も
忘
れ
ず
に
行
い

ま
し
ょ
う
。

入
っ
て
い
ま
す
か
？

バ
イ
ク
の
自
賠
責

　

土
地
家
屋
調
査
士
は
不
動
産

の
表
示
に
関
す
る
登
記
の
専
門

家
。
こ
の
土
地
家
屋
調
査
士
に

よ
る
相
談
が
次
の
日
程
で
行
な

わ
れ
ま
す
。

　

土
地
の
場
所
が
分
か
ら
な
い
、

境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
な
ど
、

登
記
の
こ
と
、
境
界
の
こ
と
な

ど
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
●
４
月
１
日
か
ら
６
日
ま
で

と
こ
ろ
●

市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

住
川
事
務
所　
℡
５７-

１
３
７
３

橋
本
事
務
所　
℡
５４-

０
０
６
８

山
崎
事
務
所　
℡
４２-

３
１
６
８

舛
岡
事
務
所　
℡
４７-

２
０
５
２

井
尻
事
務
所　
℡
４２-

０
６
５
３

相
談
料
●
無
料

専
門
家
が
相
談
に

応
じ
ま
す

無
料
登
記
相
談

今
月
の
納
税

国
民
健
康
保
険
税

随
時
期

消
防
本
部
防
災
課
消
防
団
係

42
・
0
9
3
1

企
画
課

42
・
5
6
1
2

（
財
）ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

広
島
県
支
部

（
0
8
2
）2
2
3
・
7
8
6
5

中
国
・
四
国
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
採
用
試
験

実
施
委
員
会

（
広
島
大
学
総
務
部
内
）

（
0
8
2
）4
2
4
・
5
6
1
6

吉
田
警
察
署

47
・
0
1
1
0

吉
田
警
察
署

47
・
0
1
1
0

お
知
ら
せ

お
願
い

　

し
ま
す

C M Y K
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吉田サッカー公園 ４２－１６００

吉 田 掲 示 板

八千代掲示板

美土里掲示板

情 報 掲 示 板

みつやの里SCプチ交流会

　３月１３日（土）９：３０受付開始（１０：００～１２：００軽スポーツ）

　４月１０日（土）９：３０受付開始（１０：００～１２：００未定）

みつやの里U－10サッカー交流会　３月２０日(土)１０：００から

吉田運動公園 ４２－１０１０

保険医療課 ４２－５６１９
【リハビリ】３月２２日（月）１３：３０～１５：３０　ハートプラザよしだ

【育児相談】　 ３月２５日（木）10：00～１５：００

　　　　　　 吉田町中央公民館和室

【３歳児健康診査】　４月８日（木）1３：00～１３：１５受付

　ハートプラザよしだ　※対象者には個人通知します。

【健康相談】　　午前の部　１０：００～１１：３０

　　　　　　　午後の部　１３：３０～１５：００

　３月１５日（月）　午前　常友日南集会所

　 　　　　　　午後　東集会所

　　１６日（火）　午後　川本集会所

　　１７日（水）　午前　千川集会所

　　１９日（金）　午前　国司集会所

　　２３日（火）　午前　上中馬集会所

　 　 　 　 　 　 午後　古市柿原集会所

　４月 ２日（金）　午前　沖原集会所

　　 6日（火）　午前　山部集会所

　　 ７日（水）　 午前　於手保集会所

　　 ８日（木）　午前　常友消防コミュニティ

市民生活課 ５２－２１１３

移動図書館さわやか号

　３月１７日（水）刈田地区　・　１８日（木）根野地区

※�巡回する順番はこれまでどおりです。

【おはなし会】　３月１３日（土）　１1：００～

　　　　　　八千代人権福祉センター

【読 書 会】　３月１３日（土）　１３：３０～

　　　　　　八千代人権福祉センター

【健康相談】　午前の部　１０：００～１１：３０

　　　　　　午後の部　１３：３０～１５：００

３月１９日（金）　午前　刈田生活センター／午後　下根集会所

　２２日（月）　午前　本郷集会所

４月１日（木）　午前　八千代人権福祉センター

　 ２日（金）　午前　土井集会所／午後　大又集会所

【育児相談・４ヵ月相談】　４月５日（月）１０：００～11：30と

　１３：0０～15：00　八千代人権福祉センター

八千代教育委員会分室 ５２－２１１５

移動図書　

３月１８日（木）　１３：15～　北・生桑地区

　 ２５日（木）　１３：15～　横田・本郷地区

　※巡回する順番はこれまでどおりです。

げんき広場

３月１７日（水）　１０：００～　山村開発センター

　　２４日（水）　１０：００～　山村開発センター

美土里図書館　次の雑誌を購入していきます。

●non・no●Popteen●my40's●健康●dancyu

●MEN'S　CLUB●ViVi●趣味の園芸●たまごクラブ・

ひよこクラブ●おしゃれ工房●SCREEN●つり情報

美土里教育委員会分室 ５４－２１２０

安芸高田市社会福祉協議会八千代支所

その他

４２－５６１９

桜まつり子ども神楽発表会

　４月４日（日）１０：００～　フォルテ

八千代の丘美術館・企画展

　福長弘志　洋画展　４月３日から１２日

【心配ごと相談】　３月１５日（月）１３：００～　保健センター

dancyu MEN'S CLUB my40's

non・no Popteen 健康

※４月からはふれあいセンターいきいきの里で行います。
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高 宮 掲 示 板

甲 田 掲 示 板

向 原 掲 示 板

各 支 所 発

田園パラッツォ図書館 ５７－１８０３

高宮支所業務管理課 ５７－０３１４

向原支所地域振興課 ４６－３１１２

甲田町若者定住センターミューズ ４５－４３１１

４５－４１１２

映画ドラえもん

「ドラえもん・のび太の

ワンニャン時空伝」

と　き

　3月27日（土）

　　1回目10：30～

　　2回目13：30～

ところ

　甲田町若者定住セン

　ター「ミューズ」

入場料　大人－1,800円

　　　　大学・高校生－1,500円

　　　　3歳から中学生－1,000円

※入場割引券を市内の教会教育施設で配布しています。

甲田支所地域振興課
安芸高田発「地産地消」

　フォーラム＆アグリビジネスセミナー　

　3月18日（木）　10：00～

　甲田町若者定住センター「ミューズ」　　

湧永満之記念庭園開園

　4月10日（土）　10：00～

《休館日》

月曜・祝日・年末年始

月末整理日

シエラレオネ
５歳まで生きられない子どもたち

【児童書】

山本　敏晴
著・写真

あのネーミングはすごかった！
ヒット商品を生んだ秀逸ネーミング集

サラリーマンの
家計簿

安田　輝男著

人々の心をぐいっ
とつかんだ。ヒット
商品のネーミング
を一挙に紹介。

ＮＨＫためしてガッテン
定番の裏ワザ「和食」

定番メニューが
あなたの手でさ
らに健康的に生
まれ変わる。

フランダースの犬その愛と涙

今なお不動の人
気を誇るアニ
メ。あの感動を
ふたたび！

サラリーマンが生き
抜くための家計の
リストラのヒント。

本当に意味のあ
る国際協力とは？
大事なことを教え
てくれる本です。

３月の新着図書のご紹介

川根土地改良区第４回総会

３月２０日（土）　９：００～　　川根生活改善センター

高宮土地改良区第２回総代会

３月２１日（日）　９：００～　　高宮支所２階大会議室

かたくり祭　期間　３月２７日（土）～４月４日（日）

　　　　　 場所　向原町長田川之内地区・坂寺山地区

　かたくりは、4月

初旬に咲くユリ科

の植物で、薄むら

さきの花を付けま

す。毎年一番きれ

いに咲き誇る時期

にかたくり祭を開

催しています。

至広島

至豊栄

JR芸
備線

向原
駅

向原支所

農村交流館
やすらぎ

至三次

かたくり自生地

C M Y K
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い
よ
い
よ
安
芸
高
田
市
が
誕
生

し
ま
し
た
。
合
併
に
あ
わ
せ
て
「
広

報
あ
き
た
か
た
」
も
創
刊
。
記
念
す

べ
き
創
刊
号
を
担
当
さ
せ
て
も
ら

え
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

▽
「
広
報
紙
っ
て
何
？
」
と
、
制
作

の
途
中
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
る
と
思
い
出
す
の
が
、
小
学
生

の
こ
ろ
の
自
分
。
家
に
届
く
広
報

紙
を
見
て
は
、
自
分
、
家
族
、
友
達
、

知
っ
た
お
じ
ち
ゃ
ん
や
お
ば
ち
ゃ

ん
が
出
て
な
い
か
探
し
て
い
ま
し
た
。

出
て
い
た
ら
何
だ
か
う
れ
し
く
て
…
。

小
学
生
に
も
楽
し
め
る
、
身
近
な

も
の
な
ん
で
す
よ
ね
。
▽
こ
の
「
広

報
あ
き
た
か
た
」
も
皆
さ
ん
の
机

の
上
に
何
と
な
く
お
い
て
あ
る
存

在
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
広
報
紙
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
、
ま
ず
は
地
名
を
覚
え

る
こ
と
に
一
生
懸
命
で
す
。

　4月上旬に見ごろとなる

八千代湖の6 , 0 0 0本の桜

は、県内でも有数の桜の名

所となりました。

　3月 27日 (土 )から 4月

18日 (日 )まで桜提灯をの

どごえ公園内に設置し、夜

桜を楽しんでいただけます。

皆さんも出かけてみませんか。

（桜提灯の点灯時間：午後

6時30分から午後10時こ

ろまで）

編
集
後
記

市の人口

総人口

男

女

世帯数

３４,２８１人　

１６,４９０人　

１７,７９１人　

１２,９９０世帯

平成１６年３月１日　現在

のどこえ公園

千
代
田

▲

吉
田

▲

吉田

▲

広島▲

八
千
代
湖

土師ダム

八千代町
サイクリング
ターミナル

５４

安芸高田

お問い合わせ
　八千代町湖畔祭実行委員会
　事務局（八千代町サイクリングターミナル）
　　52－2841

安
芸
高
田
市
役
所
　
　
企
画
課
　
　
〒
７
３
１
－
０
５
９
２
　広
島
県
安
芸
高
田
市
吉
田
町
吉
田
７
９
１
番
地
　
　
T
e
l.（
０
８
２
６
）
4
2
-5
6
1
2
　
　
F
a
x
.（
０
８
２
６
）
4
2
-4
3
7
6
　
　
h
ttp
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w
w
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k
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k
a
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.jp
/

発
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編
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